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項目数 № 分野 重点関係 評価項目・取組内容 達成状況 取組状況改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 精道中学校

夢と志を持っ
て、たくましく
未来を切り
拓く生徒の
育成
○命を大切
にし、仲間と
ともに夢に
向かって歩
み続ける生
徒
○互いを尊
重し認め合
える生徒
○生徒が安
心して通える
朗らかな学
校
○地域から
信頼され、
応援される
学校
○誠実に生
徒と向き合う
教師
○豊かな人
間性と常に
学び続ける
向上心のあ
る教師

（１）命と人権、一人一人
の生徒の尊厳を尊重す
る教育を基盤として、全
ての生徒が主体的・意
欲的に活動し、ともに関
わり合い、支え合い、学
び合うことができる教育
環境を整備する。
（２）学校の教育活動全
体を通して、生徒自らが
考え、判断し、主体的に
行動できる力を育成す
る。またそのための研
究・研修の機会の充実
を図る。
（３）教職員は生徒の学
びを支える最大の教育
環境であると捉え、教職
員がゆとりを持って生徒
と向き合う時間を確保す
るとともに、教職員の資
質・指導力・チーム力の
向上を図る。
（４）様々な事案を想定
した危機管理体制を構
築し、職員間の報告・連
絡・相談の徹底を図る
中で、危機事案の未然
防止の取組を強化す
る。

2 1

ともに関
わり合う
生徒集
団作り

1

○社会や集団の
ルールを守り、思
いやりの心を育
てる教育に努め
る。
○人権意識を高
め、お互いが認
め合い励まし合
える集団作りの
育成に努めてい
る。

B

自尊感情と対人関係
スキルを伸ばすこと
に本校では力を入れ
てきた。その一環とし
て、すべての生徒対
象に学活の時間の10
分程度を利用し、
Slimpleプログラムに
取り組んだ。ソーシャ
ルスキルを身に着
け、子どもどうしの関
わりを深めることで、
不登校防止に効果が
あると考えられ、まだ
不登校発生率には影
響しないものの、併用
しているQUアンケート
により、学級に対する
否定的回答が減少す
る等効果が見られ
た。

教員による自
己評価で肯定
的な回答が
「社会や集団
のルールを守
り、思いやりの
心を育てる教
育」については
92％、「人権意
識を高め、認
め合い励まし
合える集団作
り」については
96%となってお
り、相当の成
果を実感でき
たと思われる。

生徒・保護者・教
職員アンケートを
比較し、立場によ
る評価の差を明ら
かにできた。それ
とは別に教職員
自己評価アンケー
トを取り、学校評
議員会で意見を
いただいた。学力
分析に関しては、
全国学力学習状
況調査結果を踏
まえた客観性のあ
るものとすること
ができた。アン
ケート結果とその
分析を学校だより
に掲載し広報し、
透明性のある評
価とすることがで
きた。

今年度、学校行事
でコロナ後の新た
な形態を模索し、
生徒、教職員の負
担に配慮しながら
も、保護者、地域
の方に開かれたも
のとなるよう、教
職員が一体とな
り、工夫を重ね
た。また、積極的
に学校支援ボラン
ティアと連携し、さ
まざまな教育活動
に参画いただき、
学校の考え方を
地域に発信する
機会にもなってい
る。課題として、学
習指導、生徒指導
で、保護者アン
ケートの肯定的な
回答が、生徒、教
職員のものを下回
る項目があること
から、懇談等を通
じて日常的な場面
で教育活動への
理解を進めたい。

勤務時間
の適正化
等

2 山手中学校

一人ひとり
を大事にす
るという基
本方針のも
と、伝統で
ある「挨拶
のできる学
校」「地域に
開かれた学
校づくり」を
めざす。ICT
を活用した
授業づくり
を推進する
とともに、主
体的に学ぶ
姿勢を育て
る。

（１）これからの時代
に必要とされる生徒
を育てる。
（２）学習指導の充
実と支援の工夫に
努める。
（３）生徒指導の充
実を図る。
（４）教職員の資質
向上を図る。

2 1 学習指導 2
○学校に子ども
たちが相談でき
る先生がいる。

B

保護者と生徒・教職
員の受け止め方に違
いがある。６２％の生
徒は「相談しやすい」
と答えているが、３
８％の生徒は「相談し
にくい」と答えている。
SNSなど「学校には相
談しにくいトラブル」で
あったり、「先生が忙
しそうで話かけにくい
雰囲気」であることが
考えられる。生徒とか
かわる時間を更にど
う作り出すかが課題。

学校は生徒の
成長に対し
様々な努力を
していること、
登下校や郊外
でも積極的に
挨拶ができる
生徒が多い。
教職員員につ
いて、生徒の
為に頑張って
いるのはあり
がたいが勤務
の適正化も進
めてほしい。

教職員、生徒、
保護者の同じ
ような内容に
対して三者の
意見の相違や
受け止め方の
違いを比較し
た。また、学校
評議員の方々
には文章表記
で具体的な評
価をいただい
た。総体的に
は「おおむね
良好」な回答で
あった。

全体的に良い
という評価をい
ただいた。しか
し、真面目で一
生懸命である
が、少し受け
身なのが気に
なるとのご指
摘をいただい
た。地域社会
に愛される学
校になるため
にも、地域やコ
ミスク、小学校
との交流を更
に深めるような
活動を行って
はどうかとのご
意見をいただ
いた。

地域との
連携

3 潮見中学校

目標：「生徒は通
いたい、保護者は
通わせたい、地域
は応援したい、職
員にとって働きが
いのある学校」
〈目指す生徒像〉
（１） 夢や目標に
向かってチャレン
ジする生徒を育て
る。
（２） 主体的に学
習に取り組もうす
る意欲あふれる生
徒を育てる。
（３） 生命や人権
を尊重し、互いを
認め合い、思いや
りのある生徒を育
てる。
　学校は地域の共
有財産であるとの
認識を持ち、教師
のものさしだけで
はなく、地域・保護
者の見方や考え
方、生徒の視点や
さまざまな思いを
受けとめながら、
信頼関係を構築
し、豊かな感性に
基づいた学びを実
践し、教師力を磨
いていく。また、教
職員一人一人が
学校経営に参画
する意識を持つと
ともに、協働体制
を築く。

（１）確かな学力の
定着に努める。
（２）豊かな心の育
成に努める。
（３）心通い合う生徒
指導に努める。
（４）健康で活力ある
生徒の育成に努め
る。
（５）学校と家庭、地
域社会との連携に
努める。
（６）教職員の資質
能力の向上に努め
る。

3 2 人権教育 2

○互いの人権を
尊重して、いじめ
のない学校風土
の醸成に力を入
れている。
○人権意識を高
め、お互いが認
め合い励まし合
える集団作りの
育成に努めてい
る。

B

道徳の授業を始めと
するすべての教育活
動、行事等を通して、
生徒に豊な心と、他
者に対する思いやり
の心情を育んできた。
一方いじめや不登校
の問題は多様化した
子ども達や、子どもを
取り巻く環境の複雑
化が進み、根絶する
には至っていない。今
後も豊かな心の育成
をめざし、より一層充
実した人権教育の推
進を図る。

潮見中の生徒
達はあいさつ
をしっかりす
る、何事にも一
生懸命な姿を
見せてくれるな
ど清々しい姿
をみせてくれて
いる。一方で
不登校の多さ
も気になるの
で、地域の力
も借りながら改
善の方向に進
めてもらいた
い。またいじめ
を許さない風
土作りを、学校
のすべての教
育活動で進め
てもらいたい。

生徒、保護者、教職
員を対象としたアン
ケートを実施し、集
約してグラフ化して
いる。（昨年度から
Webでの回答）ま
た、学期に１度、学
校評議員会（今年度
は学校運営協議会
をモデル的に実施）
を開催し、学校だよ
りや全国学力・学習
状況調査の結果報
告書、学校ブログを
元にした資料等を用
いて、学校の状況を
説明し意見集約して
いる。令和５年５月
に新型コロナが５類
感染症に引き下げ
られ、様々の行事が
制限が緩和されて
いく中で、生徒や保
護者が学校運営に
対し、どう感じて、何
を求めているかを分
析して、引き続きよ
り良い学校運営を
目指して欲しい。

おおむね良好。
　新型コロナの
５類感染症移行
後、学校行事や
オープンスクー
ル等、参観や見
学が可能になっ
たが、教員の負
担は増えたので
はと心配をして
いる。今年度の
夏休みの図書
室開放の実現
は生徒の居場
所作りとなって
良かった。今後
は地域の人が
学校に来る機会
を増やし、学校
の事を知っても
らうことに繋げ
てもらえたらと
思う。

学習指導
家庭・地
域との連
携
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